
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対のコネクタを初期嵌合させてからどちらか一方のコネクタに回動自在に支持されて
いる回動部材を回動させることにより少なくともどちらか一方のコネクタを嵌合方向に移
動させ、一対のコネクタを完全嵌合させて、前記回動部材又は前記回動部材を回動自在に
支持するコネクタに

第２目印を形成したコネクタにおいて、
　前記回動部材の外筒部の後端部には、その周方向に沿って延在する係合アームが設けら
れ、この係合アームの一端部が軸方向に可撓可能に前記外筒部に取り付けられており、前
記係合アームの前端部の外筒部における後端部側には、その軸方向に沿って延出する突部
が設けられ、一方のコネクタハウジングの後端部には径方向外方に延出する延出片が設け
られると共に該延出片の周端部には、前記外筒部の突部が係合する２つの凹部が設けられ
、１つの凹部は、前記回動部材を初期嵌合位置に保持させる初期凹部であり、残りの凹部
は、前記回動部材を回動させて初期嵌合から完全嵌合に移行させたときに前記突部が係合
する位置に形成された係合凹部であることを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記突部及び／又は係合アームと前記係合凹部とが、前記回動部材を回動させて可撓し
た係合アームの復元力により突部が係合凹部に入ったとき、突部と係合凹部との接触及び
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、前記回動部材又はコネクタに可撓自在に設けられた係合アームに突
部からなる第１目印を形成し、前記コネクタ又は回動部材には、前記第１目印とから一対
のコネクタが完全嵌合している状態か否かが分かるように、前記突部が係合する係合凹部
からなる



／又は係合アームと係合凹部を形成する壁部との接触によりロック音がなり得る合成樹脂
により成形されている請求項１に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一対のコネクタの嵌合作業が低労力で行えるコネクタに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、自動車等の車体に搭載されているトランスミッションを電気的に接続するコネク
タとして多極型（例えば１３Ｐ以上）のコネクタがある。このコネクタは、雄コネクタハ
ウジングの端子収容室内に例えば複数の接続端子を収容、固定し、この雄コネクタを複数
の端子を有する雌コネクタに完全嵌合すると、雌雄コネクタの端子が嵌合して電気的に接
続される。１個のコネクタハウジングに多数の端子を収容する多極型のコネクタの場合に
は、一対のコネクタの嵌合に大きな挿入力が必要となるので、コネクタの嵌合作業に大き
な労力を要し、作業者の疲労度が大きくなる。このため、労力を軽減するために、回動部
材を備えた回転嵌合式のコネクタ（バイオネットコネクタ）がいくつか提案されている。
【０００３】
回転嵌合式のコネクタとして、例えば、特開平４－１３２１７８号公報に開示されている
電気コネクタや、特開平１０－１５４５５３号公報に開示されている電気コネクタ等があ
る。
前者の電気コネクタは、図９に示すように、雄型・雌型コネクタ４０、４１に接続端子４
２、４３をそれぞれ収容すると共に、雄型コネクタ４０にロック用フード４４（回動部材
）を係合させて回転自在に支持させる。これらコネクタ４０、４１を初期嵌合させると、
ロック用フード４４の内壁の突起部４５が、雌型コネクタ４１の外面に設けられている螺
旋状溝４６の開口端部に位置される。
雌雄コネクタ４１、４０の初期嵌合状態において、ロック用フード４４を回動させると、
突起部４５が螺旋状溝４６を形成する壁に接してその壁を押圧するので、雌型コネクタ４
１が嵌合方向に移動し、突起部４５が螺旋状溝４６の終端部に至ると、雌雄コネクタ４１
、４０が完全嵌合されて電気的に接続される。
ロック用フード４４の回動力は、螺旋状溝４６の傾斜面により拡大され、大きな嵌合方向
の力になるので、コネクタ４０、４１の嵌合作業の労力が軽減される利点がある。
【０００４】
　後者の電気コネクタは、図１０に示すように、雌雄コネクタを初期嵌合させてから雄コ
ネクタ に回動自在に支持されている回動部材 を回動させ、回動部材 と雌コネ
クタとを係合させて雌コネク 嵌合方向に移動させ、雌雄コネク 完全嵌合させて電
気的に接続するものであると共に、雌雄コネク 完全に嵌合しているかどうかの確認が
できるように検知具５２を設けたものである。すなわち、 ５０の収容部５３に検
知具５２を挿入して収容させたとき、回動部材 の回動により雌雄コネク 完全に嵌
合されていると、検知具５２の係合凸部５４が ５１の嵌合凹部５５に嵌合され
、回動部材 の回動が不十分で完全嵌合されていないときには、係合凸部５４が嵌合凹
部５５に嵌合されない。このため、回動部材 の回動終了後に、検知具５２の係合凸部
５４と ５１の嵌合凹部５５とが嵌合できるか否かによって、嵌合状態を容易に
確認することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述の前者のコネクタでは、回動部材を回動させて突起部が螺旋状溝の終端部
に至ることによりコネクタが完全嵌合されるが、この完全嵌合の判断は突起部が螺旋状溝
の終端部に至ると回動部材の回動を行えなくなるので、回動部材が回動できなくなるまで
回動させることにより行っていた。このように、完全嵌合されているかどうかは、回転ト
ルクフィーリング（節度感）にて認識される場合が多く、目視的に完全嵌合されている状
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態を確認することが難しかったので、例えば何かの不具合で回動部材が十分に回動してい
ないのに、回動部材が十分に回動されたと思い、回動部材の回動をやめてしまうと（螺旋
状溝の終端部まで突起部が到達しないで回動部材の回動をやめてしまうと）、コネクタの
嵌合が完全に行われないことがある場合がある。
このため、後者のコネクタのように、検知具を設けて、雄コネクタの収容部に検知具を収
容させ、検知具の係合凸部と回動部材の嵌合凹部とが嵌合できるか否かによって、嵌合状
態を容易に確認することができるが、しかし、雌雄コネクタ及び回動部材の他に検知具が
必要になり、部品点数が増えてしまう。
そこで、本発明は、このような実状に鑑みなされたものであり、その目的は、部品点数を
増やすことなく完全嵌合状態を容易に認識することができるコネクタを提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明のコネクタは、一対のコネクタを初期嵌合させてか
らどちらか一方のコネクタに回動自在に支持されている回動部材を回動させることにより
少なくともどちらか一方のコネクタを嵌合方向に移動させ、一対のコネクタを完全嵌合さ
せて、前記回動部材又は前記回動部材を回動自在に支持するコネクタに

第２目印を形成したコネクタ
において、前記回動部材の外筒部の後端部には、その周方向に沿って延在する係合アーム
が設けられ、この係合アームの一端部が軸方向に可撓可能に前記外筒部に取り付けられて
おり、前記係合アームの前端部の外筒部における後端部側には、その軸方向に沿って延出
する突部が設けられ、一方のコネクタハウジングの後端部には径方向外方に延出する延出
片が設けられると共に該延出片の周端部には、前記外筒部の突部が係合する２つの凹部が
設けられ、１つの凹部は、前記回動部材を初期嵌合位置に保持させる初期凹部であり、残
りの凹部は、前記回動部材を回動させて初期嵌合から完全嵌合に移行させたときに前記突
部が係合する位置に形成された係合凹部であることを特徴とする（請求項１）。
【０００７】
このように構成することで、回動部材又は回動部材を回動自在に支持するコネクタに形成
した第１目印と、回動部材を回動自在に支持するコネクタ又は回動部材に形成した第２目
印とで一対のコネクタが完全嵌合している状態か否かが分かるので、部品点数を増やすこ
となく完全嵌合状態を認識することができる。
【０００８】
　前記第１目印又は第２目印 前記回動部材又は前記回動部材を回動自
在に支持するコネクタに可撓自在に設けられた係合アームに形成された突部であり、前記
第２目印又は第１目印 、該突部が係合する係合凹部であ
【０００９】
これにより、一対のコネクタが完全嵌合しているときには、突部が係合凹部と係合し、完
全嵌合していないときには突部と係合凹部とが係合していないので、一目で完全嵌合状態
を認識することができる。また、一対のコネクタが完全嵌合しているときには、突部と係
合凹部とが係合しているので、回動部材を完全嵌合状態に保持することができる。
【００１０】
　 前記回動部材を回動支持するコネクタ又は前記回動部材に、前記突部が係合して
回動部材を初期嵌合位置に保持する初期凹部を設けて
【００１１】
これにより、突部を初期凹部と係合させることで回動部材が初期嵌合位置に保持されるの
で、一対のコネクタを初期嵌合させるとき、回動部材が回動して一対のコネクタを初期嵌
合し難くなることはない。
【００１２】
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、前記回動部材又
はコネクタに可撓自在に設けられた係合アームに突部からなる第１目印を形成し、前記コ
ネクタ又は回動部材には、前記第１目印とから一対のコネクタが完全嵌合している状態か
否かが分かるように、前記突部が係合する係合凹部からなる

は、前記のように、

は る。

また、
ある。



　前記突部及び／又は係合アームと前記係合凹部とが、前記回動部材を回動させて可撓し
た係合アームの復元力により突部が係合凹部に入ったとき、突部と係合凹部との接触及び
／又は係合アームと係合凹部を形成する壁部との接触によりロック音がなり得る合成樹脂
により成形されていることが好ましい（請求項 ）。
【００１３】
このように構成することで、回動部材を回動させて一対のコネクタが完全嵌合すると、そ
のときロック音が鳴るので、音により一対のコネクタが完全嵌合したかどうかの確認を行
える。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて詳述する。
図１乃至図４は本発明のコネクタの一例を示す図、図５乃至図８は本発明の回動部材と雄
コネクタの一例を示す図である。図１乃至図４において、１は回転嵌合式のコネクタ（バ
イオネットコネクタ）を示し、このコネクタ１は、一対の雌雄コネクタ２、３を回動部材
４により初期嵌合から完全嵌合に移行させて両コネクタ２、３を電気的に接続するもので
ある。
【００１５】
雌コネクタ２の雌コネクタハウジング５は、図１及び図２に示すように、絶縁材料により
円筒形状に形成され、雌コネクタハウジング５の軸方向前方内部が雄コネクタ３が嵌合さ
れる嵌合部６として形成されている。嵌合部６内には複数例えば２１個のタブ状の雄端子
７が雌コネクタハウジング５の軸方向に沿って配設されている。雄端子７は、電子機器の
基板等に固定されている端子であっても、電線の端部に接続されている接続端子であって
もよい。雄端子７が電子機器の基板等に固定されている端子である場合には、雌コネクタ
２は、電子機器等のハウジングに固定されているものである。また、雄端子７が電線の端
部に接続されている接続端子である場合には、雌コネクタ２は、移動自在なコネクタであ
る。なお、図２中、３４はフロントホルダーを示している。
【００１６】
雄コネクタ３の雄コネクタハウジング８は、図１乃至図８に示すように、絶縁材料により
円柱状に形成され、内部には電線の端部に接続された雌端子９を収容する端子収容室１０
が複数図示例では２１個設けられている。これら端子収容室１０は、雄コネクタハウジン
グ８の前面から後面まで貫通するように形成されていると共に、雌コネクタ２に雄コネク
タ３を嵌合させたとき、雄端子７が雌端子９内に挿入されて電気的に接続されるように配
置されている。
【００１７】
　端子収容室１０内には、雌端子９の先端部と接触して雌端子９の挿入方向前方側の移動
を防止する壁部１１が設けられていると共に、雌端子９と着脱自在に係合して雌端子９の
端子収容室１０からの抜け出 を防止するランス１２が可撓自在に設けられている。
【００１８】
雄コネクタハウジング８の周面には、その軸方向に沿って延在する位置決め溝１３が所定
の間隔図示例ではほぼ１２０°の間隔を隔てて３つ設けられ、雌雄コネクタ２、３を嵌合
するとき、これら位置決め溝１３に雌コネクタハウジング５の嵌合部６の内壁に設けた位
置決め部（図示せず）が入ることで、雄コネクタ３と雌コネクタ２との位置決めが行われ
るようになっている。
【００１９】
雄コネクタハウジング８の周面の中央部より後方側には、その周面を所定の間隔を隔てて
囲繞する円筒状のシール壁（雄コネクタハウジング８より大径のシール壁）１４が同軸上
に設けられている。このシール壁１４と雄コネクタハウジング８とによってその周方向に
沿ってシール材１５を収容するシール材収容部１６が形成されており、雌雄コネクタ２、
３を嵌合させたとき、雌コネクタ２の先端部がシール材１５と当接してシール材を押圧し
、雌コネクタ２と雄コネクタ３との間がシールされるようになっている。
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【００２０】
雄コネクタハウジング８のシール材収容部１６より後方側には、その周方向に沿って延在
する断面凹状の回動支持溝１７が設けられている。
雄コネクタハウジング８の回動支持溝１７より後方側図示例では後端部には、径方向外方
に延出する延出片１８が設けられている。延出片１８の高さは、シール壁１４の外径より
所定の高さ、例えば後述の回動部材４の外筒部２０の外径とほぼ同じになるような寸法の
高さに形成されている。
【００２１】
回動部材４は、内筒部１９と外筒部２０とからなる２重管構造に形成されている。内筒部
１９は、内径が雌コネクタハウジング５の先端部の外径より若干大きい径であって、雄コ
ネクタハウジング８の先端部からシール材収容部１６のシール材１４が収容された近傍ま
での長さの円筒形に形成されている。
【００２２】
外筒部２０は、内径がシール壁１４の外径より若干大きい径の円筒形に形成され、一端部
が内筒部１９のほぼ中央部に、内筒部１９と同軸上に設けられており、回動部材４を雄コ
ネクタハウジング８に支持させたとき、外筒部２０と内筒部１９との間にシール壁１４の
先端部が位置されるようになっている。
【００２３】
外筒部２０の長さは、雄コネクタハウジング８の前面から延出片１８の近傍までの長さと
、内筒部１９の前面（一端部（外筒部２０の延出方向とは反対側の端部））から外筒部２
０の他端部までの長さがほぼ同じになるように形成されている。
【００２４】
外筒部２０の他端部近傍には、その周方向に沿って所定の間隔を隔てて複数の回動支持部
２１が設けられている。回動支持部２１は、径方向に可撓自在に形成された板状に形成さ
れ、その内壁側に外筒部２０の内壁より内側に突出した係合片２２が設けられて、回動部
材４を雄コネクタハウジング８の先端部から挿入して係合片２２を回動支持溝１７に係合
させて回動部材４を雄コネクタハウジング８に同軸上に位置させたとき、回動部材４の挿
入方向後方側の移動が防止されると共に、外筒部２０の端部が延出片１８に当接して、回
動部材４の挿入方向前方側の移動が防止され、かつ、その周方向に沿って回動自在に支持
されるようになっている。回動支持部２１の軸方向の前方の回動部材４には、回動支持部
２１を可撓させるための治具を挿入させる治具孔２３が回動支持部２１の数に応じて設け
られている。
【００２５】
外筒部２０の外面（周面）には、その軸方向に沿って延在する溝２４がその周方向に沿っ
て多数設けられ、これら溝２４が回動部材４を回動させるときの滑り止めとして機能する
ようになっている。なお、溝２４の代わりに多数の突起等を設けるようにしてもよい。
【００２６】
内筒部１９の内壁の先端部の近傍には、その周方向に沿って所定の間隔図示例では１２０
°の間隔を隔てて３つの突起部２５が設けられている。突起部２５は、内筒部１９の内壁
からその径方向内方に、雌コネクタハウジング５の嵌合部６の厚さより短い寸法突出して
形成されている。突起部２５の形状は、特に限定されず、図示のように、円板状（円柱状
）であってもよい。
【００２７】
雌コネクタハウジング５の嵌合部６の外面（周面）には、突起部２５に応じた数図示例で
は３つの嵌合溝２６が１２０°の間隔を隔てて設けられている。嵌合溝２６は、雌雄コネ
クタ２、３を嵌合させたとき、突起部２５が入り込む溝２６であって例えば断面凹状に形
成され、開口端部が先端部から所定の長さその軸方向に沿って直線状に形成されている。
この直線部２６ａは、雌雄コネクタ２、３を初期嵌合させたときの突起部２５がその軸方
向に沿って移動する部分であり、この直線部２６ａの終端部（直線終端部）２６ｂが初期
嵌合位置である。
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【００２８】
嵌合溝２６は、直線終端部２６ｂから嵌合部６の外面を回動部材４の回動方向と同じ方向
の周方向に嵌合部６の後方に向って傾斜（ほぼ螺旋状に傾斜）する傾斜部２６ｃが形成さ
れている。嵌合溝２６の終端部２６ｄは、その終端部２６ｄと直線終端部２６ｂとの軸方
向の長さが雌雄コネクタ２、３を初期嵌合から完全嵌合させたときのコネクタ２、３の移
動の長さと同じになるような位置に形成されている。
【００２９】
また、嵌合溝２６は、直線終端部２６ｂから終端部２６ｄまでの傾斜部２６ｃの長さは嵌
合溝２６の傾斜形状に応じて任意に決められる、嵌合溝２６の後方への傾斜角度が小さけ
れば小さいほど回動部材４を容易に回動させることができるが、嵌合溝２６は１つではな
いので、他の嵌合溝２６と緩衝しないようにする。傾斜部２６ｃの傾斜形状は、好ましく
は、始端部（直線終端部２６ｂ）近傍と終端部２６ｄ近傍の２箇所の傾斜角度が他より小
さくする。
【００３０】
回動部材４の外筒部２０の後端部には、その周方向に沿って延在する係合アーム２７が設
けられ、この係合アーム２７の一端部（後端部）が軸方向に可撓可能に外筒部２０に取り
付けられている。係合アーム２７の前端部（自由端部）の外筒部２０における後端部側に
は、その軸方向に沿って延出する凸状の突部２８が設けられ、この突部２８及び係合アー
ム２７が回動部材４に一体的に形成されている。この回動部材４を雄コネクタハウジング
８に回動自在に支持させたとき、延出片１８が凹部を有することなく円板状に形成されて
いる場合には、突部２８が延出片１８に当接して係合アーム２７が可撓するようになって
いる。
【００３１】
突部２８を形成する嵌合方向前方側の壁部（初期嵌合から完全嵌合に回動させるときの回
動方向前方側の壁部）２８ａは、軸方向に沿って、すなわち、外筒部２０の後端部の壁に
対してほぼ直交する方向に沿って形成されていると共に、残りの壁部２８ｂは、傾斜した
テーパ状に形成されており、突部２８の回動方向前方に壁があってその壁を乗り上げる場
合には、回動方向前方側では比較的大きな回動力が必要になると共に、回動方向後方側で
は比較的小さな回動力で、回動部材４を回動させることができるようになっている。
【００３２】
延出片１８の周端部１８ａには、外筒部２０の突部２８が係合する凹部２９、３０が２つ
設けられている。１つの凹部は、回動部材４を初期嵌合位置に保持させる初期凹部２９で
あり、残りの凹部は、回動部材４を回動させて初期嵌合から完全嵌合に移行させたときに
突部２８が係合する位置に形成された係合凹部３０である。延出片の２つの凹部２９、３
０間（回動部材４が回動する部分）は、回動部材４の突部２８が移動し易いように切り欠
いた移動空間である移動凹部３１として形成され、回動部材４を回動させて係合凹部３０
に係合させるときには、突部２８が係合凹部３０を形成する壁部３０ａを乗り上げてから
係合凹部３０内に入るようになっている。
【００３３】
突部２８と係合凹部３０とは、突部２８が係合凹部３０内に入って係合したとき、突部２
８の先端部と係合凹部３０の底壁とが接触しても接触しなくてもよいが、回動部材４を回
動させて突部２８が係合凹部３０を形成する壁部３０ａを乗り上げてから係合アーム２７
の復元力により係合凹部３０内に入ったとき、突部２８と係合凹部３０との接触及び／又
は係合アーム２７と係合凹部３０を形成する壁部との接触により例えばカチッというロッ
ク音がなり得るような合成樹脂により回動部材４及び延出片１８を成形することが好まし
い。
【００３４】
外筒部２０の突部２８が第１目印の一例であり、係合凹部３０が第２目印の一例である。
なお、外筒部２０に第１目印として係合凹部３０を設けると共に、延出片１８に第２目印
として突部２８を設けるようにしてもよい。また、第１、２目印を突部２８と係合凹部３
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０とにより構成したが、第１、２目印により雌雄コネクタ２、３が完全嵌合しているか否
かが分かるならばどのように形成してもよく、例えば、外筒部２０の端部に突起部を形成
すると共に、延出片１８の周端部に雌雄コネクタ２、３が完全嵌合したときに、その突起
部と重なり合うような突起部を設けるようにしてもよく、また、それら突起部の代わりに
、軸方向に沿って延出する例えば赤い直線状の印を設けて、一対のコネクタが完全嵌合し
たときに、それら印が一直線上に位置されるようにしてもよい。
また、２つの目印を回動部材４と雄コネクタ３に形成したが、２つの目印を回動部材４と
雌コネクタ２に形成するようにしてもよい。
【００３５】
延出片１８の残りの箇所には、２つの凹部２９、３０とほぼ同じ長さ（初期凹部２９から
係合凹部３０までの長さ）の第２移動空間である逆回転防止凹部３２が形成されている。
この逆回転防止凹部３２に係合する突部である逆回転防止リブ３３が回動部材４の外筒部
２０の端部に、その軸方向に沿って突出して形成され、この逆回転防止リブ３３は、回動
部材４が初期嵌合位置であるときに逆回転防止凹部３２を形成する一方の壁部に当接又は
その近傍に位置されると共に、回動部材４を回動させて完全嵌合したときには他方の壁部
に当接又はその近傍に位置されるように配置されており、回動部材４が初期嵌合から完全
嵌合までの移動またはその逆の移動のみが許容されるようになっている。
【００３６】
さて、これら一対の雌雄コネクタ２、３を嵌合するには、まず、雄コネクタハウジング８
の端子収容室１０に雌端子９を収容させ、回動部材４の外筒部２０の後端部を雄コネクタ
ハウジング８の先端部から挿入して係合片２２を回動支持溝１７に係合させ、回動部材４
を回動自在に支持させると共に、外筒部２０の突部２８を延出片１８の初期凹部２９に係
合させる。この回動部材４を有する雄コネクタ３の先端部を雌コネクタ２の嵌合部６内に
挿入して初期嵌合する。突起部２５は嵌合溝２６の開口部から直線部２６ａを介して直線
終端部２６ｂに至る。
【００３７】
　このとき、 の先端部の外面に設けた嵌合溝２６と

の内壁に設けた突起部２５とが係合しなければ雌雄コネクタ２、３の嵌合を行えないの
で、雌雄コネクタ２、３がずれた状態で嵌合されることがない。また、回動部材４は、突
部２８と初期凹部２９との係合により初期嵌合位置に保持されるので、雌雄コネクタ２、
３を初期嵌合するときに、回動部材４が回動して突起部２５の位置がずれて、雌雄コネク
タ２、３を初期嵌合させずらくなることがなく、初期嵌合を容易に行える。
【００３８】
雌雄コネクタ２、３の初期嵌合状態において、回動部材４を嵌合方向に回動させると、第
１目印である突部２８が初期凹部２９から初期凹部２９を形成する壁部に乗り上げて係合
アーム２７が可撓すると共に、突起部２５が雌コネクタ２の嵌合溝２６を形成する壁部に
当接する。このとき、突部２８が初期凹部２９を形成する壁部に乗り上げ、移動凹部３１
に入るまで、回動部材４の回動が、初期凹部２９を形成する壁部を乗り上げない場合に比
して、大きな回動力が必要になるが、嵌合溝２６の傾斜角度を小さく形成することで、小
さな回動力で回動部材４を回動させることができる。
【００３９】
回動部材４の回動により突起部２５が嵌合溝２６を形成する壁部（雌コネクタ２）を雌コ
ネクタ２の前端部方向に押圧するが、雌コネクタ２が固定されていると、逆に雄コネクタ
３が嵌合方向に移動する。回動部材４の回動に伴って雄コネクタ３が徐々に移動し、突起
部２５が嵌合溝２６の終端部２６ｄの近傍に移動すると、突部２８が係合凹部３０を形成
する壁部３０ａを乗り上げてから係合凹部３０内に入ると共に、突起部２５が嵌合溝２６
の終端部２６ｄに達する。これにより、突部２８と係合凹部３０とが係合すると共に、雌
雄コネクタ２、３が完全嵌合されて、雌雄コネクタ２、３が電気的に接続される。
【００４０】
このとき、突部２８が係合凹部３０を形成する壁部３０ａに乗り上げ、係合凹部３０に入
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るまで、回動部材４の回動が、係合凹部３０を形成する壁部を乗り上げない場合に比して
、大きな回動力が必要になるが、嵌合溝２６の傾斜角度を小さく形成することで、小さな
回動力で回動部材４を回動させることができる。
【００４１】
したがって、本発明のコネクタ１は、回動部材４を回動させて、雌雄コネクタ２、３を完
全嵌合させたとき、回動部材４に一体的に形成した第１目印である突部２８と雄コネクタ
３に形成した第２目印である係合凹部３０とが係合するので、突起２８と係合凹部３０と
から雌雄コネクタ２、３が完全嵌合しているか否かが分かるので、部品点数を増やすこと
なく完全嵌合状態を容易に認識することができる。
【００４２】
また、雌雄コネクタ２、３が完全嵌合しているときには、突部２８が係合凹部３０と係合
し、完全嵌合していないときには突部２８と係合凹部３０とが係合していないので、一目
で完全嵌合状態を認識することができると共に、雌雄コネクタ２、３が完全嵌合している
ときには、突部２８と係合凹部３０とが係合しているので、回動部材４を完全嵌合状態に
保持することができ、簡単には回動部材４を回動できないようになっている。
【００４３】
突部２８を形成する嵌合方向前方側の壁部（初期嵌合から完全嵌合に回動させるときの回
動方向前方側の壁部）２８ａが、回動部材４の軸方向に沿って形成されていると、回動部
材４を嵌合のために回動させて、突部２８が係合凹部３０を形成する壁部３０ａを乗り上
がらせるには、比較的大きな回動力が必要になり、これを超えると、突部２８が係合凹部
３０に入るので、回転トルクフィーリング（節度感）にて十分に認識することができる。
また、突部２８を形成する嵌合方向後方側の壁部（残りの壁部）２８ｂが、傾斜したテー
パ状に形成されていると、雌雄コネクタ２、３の嵌合状態を解除するときには、比較的小
さな回動力で、回動部材４を回動させることができ、容易にコネクタ１の嵌合を解除する
ことができる。
【００４４】
また、回動部材４を回動させて突部２８が係合凹部３０を形成する壁部３０ａを乗り上げ
てから係合アーム２７の復元力により係合凹部３０内に入ったとき、突部２８と係合凹部
３０との接触及び／又は係合アーム２７と係合凹部３０を形成する壁部３０ａとの接触に
より例えばカチッというロック音がなり得るような合成樹脂により回動部材４及び延出片
１８を成形することにより、回動部材４を回動させて雌雄コネクタ２、３が完全嵌合する
と、そのときロック音が鳴るので、音により雌雄コネクタ２、３が完全嵌合したかどうか
の確認を行える。このとき、突部２８の突出長さが長ければ長いほど高いロック音がする
が、あまりにも長すぎると、凹部２９、３０を形成する壁部を乗り上がらなかったり、多
大な回動力が必要になるので、あまり大きな回動力でなくても凹部２９、３０を形成する
壁部を乗り上がるような寸法に突部２８の突出長さを形成するようにすることがよい。
【００４５】
【発明の効果】
以上要するに請求項１に記載の発明によれば、第１目印と第２目印とで一対のコネクタが
完全嵌合している状態か否かが分かるので、部品点数を増やすことなく完全嵌合状態を認
識することができる。
【００４６】
　 一目で完全嵌合状態を認識することができると共に、回動部材を完全嵌合状態に
保持することができる。
【００４７】
　 回動部材を初期嵌合位置に保持することができ、回動部材が邪魔になることな
く一対のコネクタの初期嵌合を行える。
【００４８】
　請求項 に記載の発明によれば、回動部材を回動させて一対のコネクタが完全嵌合する
と、そのときロック音が鳴るので、音により一対のコネクタが完全嵌合したかどうかの確
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認を行える。
【００４９】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のコネクタの一例を示す斜視図である。
【図２】本発明の一対のコネクタを嵌合させた状態を示す断面図である。
【図３】本発明のコネクタを初期嵌合させた状態を示す背面図である。
【図４】本発明のコネクタを完全嵌合させた状態を示す背面図である。
【図５】本発明の回動部材と雄コネクタの一例を示す斜視図である。
【図６】本発明の回動部材を雄コネクタに支持させた状態を示す側面図である。
【図７】本発明の回動部材を雄コネクタに支持させた状態を示す断面図である。
【図８】本発明の回動部材を雄コネクタに支持させた状態を示す斜視図である。
【図９】従来の電気コネクタの第１の例を示す斜視図である。
【図１０】従来の電気コネクタの第２の例を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　　コネクタ
２　　雌コネクタ
３　　雄コネクタ
４　　回動部材
２７　係合アーム
２８　突部（第１目印）
２９　初期凹部
３０　係合凹部（第２目印）
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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